




はじめに

厚生省心身障害研究、田中班「ハイリスク児の予防に関する研究」の一環として、当院不

育外来受診患者に対する予備的調査を行ったので報告する。対象は、当院不育外来を平成

3 年 1 月から平成 4 年 12 月までの間に受診し、かつ現在までに妊娠帰結の確認できたも

の合計 27 例である。当院不育外来には、自然流産歴 2 回以上の患者がクライアントとし

て受診しており、原則として自然流産歴 3回以上の習慣流産患者に対して夫リンパ球移植

療法(以下免疫療法)を行っている。流産歴 2回のいわゆる反復流産患者に対しては、臨床

統計上免疫療法の利点が認められていない報告がほとんどである旨を説明し、それでもな

お強い希望がある場合のみに免疫療法を行っている。一方習慣流産患者でも夫が何らかの

ウィルスキャリアーである場合や受診時既に妊娠が判明していた場合には免疫療法は行っ

ていない。この様な方針の下運営されている当外来患者に対して検討を加えた。


